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[bookmark: _GoBack]1 インターネットを利用した通信プロトコル利用ガイドライン

2 対象プロトコルの概要

2.1EDIINT AS2
2.1.1 EDIINT AS2 概要.
2.1.2 AS2 メッセージの構造
2.1.3 セキュリティ仕様
2.1.4 メッセージサンプル

2.2 EBXML
2.2.1 ebXML MS 概要
2.2.2 ebXML メッセージの構造
2.2.3 セキュリティ仕様
2.2.4 メッセージサンプル

2.3 推奨通信プロトコルパラメータセット
2.3.1 EDI 通信パラメータ情報シート（ebXML 手順用、AS2 手順用）

==============以上ネットワークグループ担当範囲======================================


今後の検討及び詳細調査項目
　a)企業識別コード（国毎ASPだとしても都度都度の調整では...NACCSは何処かが管理？）
　b)同期・非同期
　c)重複破棄（するなら破棄対象とする期間）
　d)署名への証明書同梱
等。。















3 インターネット利用を前提とした電子商取引における一般的なセキュリティ要件

3.1 システム面
3.1.1. ネットワークセキュリティ
3.1.2 電子メールのセキュリティ対策.
3.1.3 ログの取得・保管・管理.
3.1.4 セキュリティホール対策
3.1.5 ウィルス対策
3.1.6 設備的対策..
3.1.7 バックアップの取得.
3.1.8 脆弱性診断（セキュリティ診断）の実施...

3.2 方式面.
3.2.1 利用者の認証.
3.2.2 機密性対策.
3.2.3 完全性対策.
3.2.4 可用性対策..

3.3 運用面..
3.3.1 運用ルールの策定
3.3.2 障害・災害発生時の対応.
3.3.3 外部委託管理.
3.3.4 職権の分離・環境の分離.
3.3.5 アカウントの管理.
3.3.6 データの取扱.
3.3.7 監査の実施.
3.3.8 教育の実施.
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